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深田研重要資料保存の着手とアーカイブの意義

我が国で民間初の地質研究所としてスタート

した深田研は，その基本理念に違うことなく，地

質技術者の職域を開拓し，現在まで発展させて

きた．設立当時の経緯や技術開発の歩みについ

ては『深田研のこころ』深田淳夫著（1994 年発行），

1.　はじめに

2024（令和 6）年 10 月 13 日，公益財団法人

深田地質研究所（以下深田研）は，設立から 70

周年の節目を迎え，研究所誕生と設立の基本理

念「地質工学の創造」「地質学の普及」「地質技術

者の職域の開拓」について改めて振り返る機会と

なった（図 1，2；髙木・藤田，2024，深田地質

研究所ニュース，192，7）．

【報告・その他】
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深深田田地地質質研研究究所所はは設設立立 7700 周周年年をを迎迎ええままししたた  

 

1953 年（昭和 28 年）3 月、深田
ふ か だ

淳夫
あ つ お

は、当時助

手を務めていた北海道大学理学部地質学鉱物学

教室を退職し、妻馨子
け い こ

とともに上京した。 

彼は、地質学を社会に役立つ実学としての研究所

を作りたいという希望を抱いていた。同じ志を持

つ同年代のメンバー４人で、研究所設立委員会を

発足した。 

委員会の基本理念は、 

「地質工学の創造」 

「地質学の普及」 

「地質技術者の職域の開拓」 

であった。 

研究所設立のための資金は、深田淳夫の実父で、

会社経営者の深田
ふ か だ

錠造
じょうぞう

、また、研究所の理事長

には、当時東京大学理学部教授で日本地質学会会

長の立岩
たていわ

巌
いわお

に就任を依頼した。 

1954 年 5 月に、深田地質研究所は、ここ文京区

本駒込（当時は、文京区富士前町）に建設された。 

当初から、この研究所を私物化しないために、深

田錠造が設立代表者となり、財団法人の申請を行

ってきた。 

そして、1954 年 10 月 13 日、当時の文部大臣か

ら、設立が許可され、「財団法人深田地質研究所」

が誕生した。 

 

 （文中・敬称略／文責・髙木孝枝） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1　深田研設立 70周年記念パネル「70年前の深田研」

（その１；髙木・藤田，2024）．

図 2　深田地質研究所は設立 70周年を迎えました

（図１より抜粋、振り仮名を加筆）
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2　深田研重要資料について

2.1　設立許可書および設立許可申請書

1954（昭和 29）年 5 月に創立した深田研は，

同年 7 月 7 日に当時の文部省に財団法人の設立

許可申請を行い，同年 10 月 13 日に財団法人深

田地質研究所設立許可書により認可を受けてい

る．その原本である設立許可書と申請書は，これ

まで深田研で大切に保管されてきたが，70 年以

上前の文書であるため劣化を免れることはできず

（図 3 左），今回，研究所の原点である最重要資料

として早急に保存対策を行うこととなった．

2.2　深田研の初期の報告書（旧報告書）

 深田研の旧報告書のこれまでの所在と保管の

経緯については，佐藤 正 理事長（当時）が記さ

『続・深田研のこころ‐昭和三十年代のあしあと‐』

深田淳夫編（1999 年発行）に著されており，そ

れらに登場する報告書の原物と当時の技術開発の

粋が収められた貴重な原図の数々は，現在も深田

研に保管されている．先達による研究所の創成期

における業務の報告書を，今後長期間保存し後世

へ継承することは，当研究所における重要事案で

あると同時に，企業アーカイブとしての側面だけ

ではなく，我が国の地質学および地質工学の歴史

と技術開発の発展史を辿る上で，その価値は計り

知れない．本稿では，「深田研重要資料」として

位置づけた財団法人深田地質研究所設立許可書と

同設立許可申請書，および，深田研の初期の報告

書（旧報告書）について，長期保存に向けた作業

に着手したことを報告する．

図 3　深田研設立 70周年記念パネル「70年前の深田研」（その 2（左），その 3（右）；髙木・藤田，2024）
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れた「深田研の初期の報告書の移送について」（佐

藤，1996, 深田地質研究所ニュース , 27, 6-8.）に

詳述されている．ここで注目したいのは，記事の

書かれた 1996（平成 8）年時点においてもその

価値と重要性が述べられていることにある．旧報

告書のルーツと経緯を知る貴重な記録として，図

4 に全文を掲載する．

深田研に旧報告書が一式届けられたのち，藤

江 力 理事（当時）により一覧表が作成された．

表書きに「旧深田研報告書一覧表（報告書・原

図・付図）」1996（平成 8）年 12 月 12 日とあり，

深田研到着後すぐに整理に着手されたことがわか

る．その後，旧報告書一式は一覧表とともに，深

田研１階の書架にて報告書と原図・付図に分けて

整理され，保管されてきた（図 5）．

旧報告書が現在の図書室に保管されて以降，所

内外からの問い合わせ等に応じて，一覧表を照会

し，報告書や原図を手に取る機会があったが，そ

の度に貴重なデータであることの重みが増し，保

存の必要性に対する認識がいっそう高まった．

旧報告書は古い資料では 70 年以上が経ち，現

在の書架での保管が始まってからも，約 30 年が 

図 4　深田研の初期の報告書の移送について（佐藤（1996）より転載）（1/3）
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図 4　深田研の初期の報告書の移送について（佐藤（1996）より転載）（2/3）
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対策をすること，専門家によるサポートを得なが

ら対策を進めることが決まった．

3　保存状態と点検作業の実施

深田研重要資料の保存に向けての第一歩は，現

経過しようとしている．時代のあゆみとともに

70 周年を迎えた深田研において，アーカイブと

しての対策と整備が重要であることへの所内理解

を経て，今回，当研究所で最も重要な文書のひと

つである設立許可書と設立許可申請書，および，

旧報告書（報告書・原図・付図）を最優先で保存

図 4　深田研の初期の報告書の移送について（佐藤（1996）より転載）（3/3）
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4　アーカイブの意義

深田研重要資料のうち設立許可書と許可申請

書が保存対象になることは当然ながら，旧報告書

（報告書・原図・付図）を保存することには，大

きな理由がある．それは，我が国の高度経済成長

期の社会インフラ整備に伴う地質調査の報告書で

あるという点である．深田研創立の 1954 年 5 月

と，設立の認可を受けた同年 10 月は，高度経済

成長期にちょうど差し掛かる時期にあたる．また

1954 年は，間もなく戦後 10 年を迎えようとする

頃で，翌々年の 1956 年には「もはや戦後ではな

い」のフレーズがもてはやされる時代となってい

く．深田研の旧報告書はそのような時代とともに

1954 年から 1970 年初めまでに作成されているの

である（図 4）．それらの業務内容は，現代の社

会インフラとして欠かせないダムサイト（原石山

を含む），トンネル，橋梁，鉄道，道路，発電所，

工場（工業用水等を含む），堰堤，浄水場，ビル，

学校など多岐にわたっており，社会インフラ以外

にも鉱山・天然ガスや温泉，崩壊地など，資源や

防災関連の調査報告書も含まれている．調査手法

にいたっては，ボーリング調査から土質試験，地

下水調査，物理探査（弾性波探査・電気探査），

岩盤支持力試験，鉱物分析，岩石鑑定・岩石試験

などが挙げられる．報告書には当時の解析過程が

順を追って示されているものもあり，解析結果の

検証を行うことができることから，教育用として

も活用できると考えられる．

2025 年の現在は，社会インフラの老朽化が指

摘されて久しい．高度経済成長期に整備された社

会インフラの維持管理にあたり，建設時の図面や

仕様を把握することはいうまでもないが，建設時

の図面等が必ずしも発注者や企業に残っていると

は限らない．さらにダムの堤体やトンネルの覆工

在の資料の状態の把握である．資料の点検につい

ては，これまで国内の企業・公官庁において，紙

資料の脱酸性化処理をはじめ簡易補修処置，保存

箱の作成，デジタル化において多数の実績がある

キハラ株式会社に依頼し，財団法人深田地質研究

所設立許可書と設立許可申請書および旧深田研報

告書（報告書・原図・付図）の一点一点の原物を

確認しながら，状態点検作業を行った（2025 年

5 月，7 月，8 月実施）．

今後は各資料の状態に合わせて適切な保存処

理を実施していく予定である．

図 5　保存処理実施前の旧深田研報告書の状況

（2025 年 10 月撮影）
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などの構造物だけでなく，それを支える地盤（土

質地盤・岩盤）の情報はさらに重要になっている．

深田研の旧報告書にはそういった建設当時の図面

や仕様が残されており，今後の社会インフラ整備

において重要な役割を果たすと考えられる．これ

らの資料は，さらに貴重なデータとなっていくで

あろう．

5　おわりに

本稿で述べた深田研重要資料のうち，とくに

旧報告書は業務上作成された報告書であるため，

慎重に取り扱うべき事案である．その内容の公開

にあたっては，発注者の理解と協力が不可欠であ

る．

本事業が，研究所の企業アーカイブにとどまら

ず，社会インフラ維持管理に貢献する貴重なデー

タの取り扱いであることを視野に入れて，今後も

資料の長期保存に向けての作業と同時に，公開可

能な事例や，デジタルでの有用な活用法を模索し

ながら，引き続き作業と検討を進めていきたい．


